
令和元年１1月における会員の財務状況等
日本商品委託者保護基金

１.会員数の状況

　会員数は２６社。内訳は受託会員１４社、取次会員１２社となっている。

２.委託者数等の状況
　委託者数は延べ７９,７１１人で前月から１９３人増加し、建玉委託者数も１３,２４１人で前月から５１９人増加と
なった。また、役職員数は３,９１１人で前月から３６人減少した。

３．委託建玉及び預り証拠金の状況
　委託建玉は５５３,９３０枚で前月から１７,９６８枚増加し、預り証拠金も１,３０５億８１百万円となり前月から２７億
９４百万円増加した。なお、委託者に占める建玉委託者は１６．６％となり前月から０.６ポイント増加した。

４．純資産額の状況
　会員の純資産額は総額３,３６１億５９百万円となり、前月から１４億４１百万円の増加となった。

５．損益状況
　今月の当期純損益について、黒字の会社が１３社、赤字の会社が１３社となった。委託取引高の減少に伴い、
「商品先物取引に係る受取委託手数料」が平成２３年１月の「会員主要指標」公表開始以来、初の１４億円割れ
と低迷したが、「その他のトレーディング損益」及び「その他の受取手数料」の寄与により、当期純損益は約１１
億円の黒字を確保することが出来た。なお、黒字社数は前月の１４社から１社減少した。

６．取引高の状況
　委託取引高は、前月比２６万７,２８２枚（１０.６％）減（前年同月比３０．９％減）の約２２４万枚となった。その要
因は、一部の商品が微増にとどまり、金標準取引（前月比１５１,３２２枚（１３.４％）減の約９８万枚）及び原油（前
月比４１,５８８枚（１１．８％）減の約３１万枚）の減少が大きかったためである。なお、電力先物は東エリアベース
ロード電力が前月の２０枚から５６４枚と大きく取引を伸ばしたことから、電力先物合計では６５８枚となった。
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